
 

二
月
二
三
日
十
三
時
よ
り
、
新
橋
福
祉
会
館
に
お
い
て
第

二
十
回
国
労
東
日
本
電
気
協
議
会
定
期
委
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
昨
年
ま
で
は
一
泊
で
交
流
会
形
式
の
意
思
統
一

も
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
委
員
会
よ
り
「
職
協
交
付
金
制

度
」
の
導
入
に
よ
り
経
費
節
減
の
た
め
、
日
帰
り
開
催
と
い

う
短
時
間
で
の
討
論
及
び
意
思
統
一
を
行
わ
れ
る
と
い
う

厳
し
い
条
件
と
な
り
ま
し
た
。
委
員
会
は
役
員
、
委
員
、
傍

聴
者
あ
わ
せ
て
三
十
人
の
参
加
者
で
北
島
副
議
長
の
司
会

で
開
会
し
、
議

長

に

は

東

京
・
八
王
子
地

区
本
部
選
出

の
岡
部
委
員

が
就
任
し
、
職

場
の
取
り
組

み
と
地
区
本

部
の
取
り
組

み
を
挨
拶
の

中
で
報
告
が

さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
来
賓

と
し
て
出
席

さ
れ

た
東
日
本
本
部
高
野
書
記
長
よ
り
、
０
８
春
闘
に
つ
い
て
、

Ｊ
Ｒ
東
会
社
と
貨
物
会
社
に
要
求
を
提
出
し
た
こ
と
と
併

せ
て
、
旅
会
社
に
は
制
度
改
善
要
求
も
取
り
組
み
、
署
名
の

提
出
や
今
後
の
大
衆
行
動
と
あ
わ
せ
て
要
求
獲
得
に
む
け

全
力
を
あ
げ
る
。
ま
た
①
施
策
検
証
委
員
会
の
設
立
を
し
、

こ
れ
ま
で
の
合
理
化
の
問
題
点
を
職
協
ご
と
に
ま
と
め
６

月
を
目
途
に
取
り
組
む
②
３
６
条
協
定
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
③
Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｊ
Ｒ
Ｅ
の
問
題
に
つ
い
て
④
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
に
つ
い
て
⑤
新
た
な
再
雇
用
制
度
に
つ
い
て
、
現
状
を

そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
括
和
解
以
降
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
も
取
り
組
み
な
が
ら
ブ
ロ
ッ
ク
分
会
長
会
議
な

ど
で
意
見
を
も
ら
い
、
会
社
へ
の
申
し
入
れ
を
お
こ
な
っ
て

い
き
た
い
。
組
織
の
拡
大
で
は
若
い
組
合
員
を
獲
得
し
て
い

く
の
か
、
新
規
採
用
者
や
契
約
社
員
へ
も
加
入
を
勝
ち
取
っ

て
い
き
た
い
。
不
採
用
事
件
に
つ
い
て
は
、
一
一
・
三
○
集

会
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
四
者
四
団
体
の
団
結
で
解
決
へ
の

道
筋
が
で
き
て
き
た
。
２
月
、
３
月
行
動
に
集
中
し
、
早
期

解
決
を
目
指
し
た
い
。
と
多
く
に
わ
た
っ
て
報
告
を
う
け
ま

し
た
。 

 

そ
の
後
、
中
澤
議
長
よ
り
の
挨
拶
で
は
、
安
全
安
定
輸
送

の
取
り
組
み
、
①
首
都
圏
輸
送
障
害
対
策
に
つ
い
て
②
設
備

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
６
年
が
経
過
し
て
の
問
題
点
と
交
渉
内
容

の
再
確
認
の
重
要
性
③
組
織
強
化
拡
大
に
つ
い
て
は
電
気

関
係
で
２
名
拡
大
し
た
が
、
大
量
退
職
時
代
を
迎
え
、
東
労

組
の
混
乱
の
こ
の
時
期
に
拡
大
を
④
定
期
委
員
会
の
持
ち

方
に
つ
い
て
、
交
付
金
制
度
の
中
、
日
帰
り
で
行
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
引
き
続
き
経
過
、
方
針
提
起
、

規
約
の
一
部
改
正
、
新
た
に
交
付
金
制
度
導
入
に
伴
い
、
電

協
と
し
て
初
め
て
の
予
算
案
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の 

あ
と
職
場
報
告
や
各
地
方
か
ら
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。 

【
東
京
】
分
会
活
動
の
報
告
。
首
都
圏
輸
送
障
害
に
伴
う

即
応
体
制
に
つ
い
て
。
Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｊ
Ｒ
Ｅ
の
問
題
点
つ
い
て
。

昇
進
試
験
へ
の
対
応
に
つ
い
て 

【
秋
田
】
輸
送
障
害
時
の
指
令
の
対
応
と
現
場
の
安
全
問

題
に
つ
い
て
。
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

【
盛
岡
】
メ
ン
テ
合
理
化
で
テ
ム
ス
が
な
く
直
轄
対
応
に

な
っ
て
い
る

こ
と
。
切
替
工

事

な

ど

で

５
・
１
０
勤
務

と
い
う
こ
と

で
夜
間
長
時

間
拘
束
に
な

っ
て
い
る
問

題
。
使
用
開
始

判
定
の
チ
ェ

ッ
ク
表
の
問

題
。 【

仙
台
】
組

織
減
の
状
況
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と
Ｍ
Ｃ
が
地
域
分
会
で
職
場
の
問
題
が
話
し
に
く
い
。
昇
進

試
験
の
合
格
状
況
。
業
務
中
の
駐
車
違
反
が
個
人
責
任
に
さ

れ
て
い
る
。 

【
水
戸
】
大
量
退
職
に
よ
り
、
三
分
の
二
以
上
が
平
成
採

用
で
、
職
名
と
職
責
が
一
致
し
て
い
な
い
。
３
６
協
定
問
題

で
勤
務
パ
タ
ー
ン
の
変
更
。
土
浦
電
力
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
宿
直
体
制
導
入
。
Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｊ
Ｒ
Ｅ
の
問
題
点
つ
い
て
。

テ
ム
ス
感
電
事
故
に
つ
い
て
。 

 

【
千
葉
】
首
都
圏
輸
送
障
害
対
策
の
拠
点
配
置
で
、
一
年

で
２
回
だ
け
出
動
、
必
要
性
が
な
い
。
新
シ
ス
テ
ム
の
教
育

も
限
ら
れ
た
人
だ
け
、
障
害
に
不
安
。
業
務
で
忙
し
い
人
と

そ
う
で
な
い
人
ア
ン
バ
ラ
が
あ
る
。
境
界
作
業
に
つ
い
て
。 

【
新
潟
】
工
務
協
で
集
ま
っ
て
い
る
が
、
出
向
し
て
い
て

話
し
合
う
機
会
が
少
な
い
。
東
労
組
か
ら
脱
退
、
Ｊ
Ｒ
労
組

の
役
員
は
ほ
と
ん
ど
が
平
成
採
。
運
輸
区
が
主
体
に
な
っ
て

い
る
。 

【
高
崎
】
通
信
職
場
で
超
勤
が
多
く
、
３
３
発
動
も
多
か

っ
た
が
、
支
社
指
導
で
三
分
の
一
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
る
。

拠
点
配
置
は
北
本
が
昨
年
四
月
か
ら
、
今
年
四
月
に
は
熊
谷

も
入
る
。
新
幹
線
保
守
作
業
の
見
直
し
と
い
う
こ
と
で
、
線

閉
責
任
者
の
必
要
な
い
と
い
っ
て
い
る
が
問
題
が
あ
る
。 

【
貨
物
】
出
向
の
年
数
が
支
社
で
違
う
。
出
向
先
は
き
つ

い
が
手
取
り
で
ご
ま
か
さ
れ
て
い
る
。
出
向
者
の
適
正
検
査

の
未
受
験
や
、
表
彰
な
ど
の
問
題
。
新
賃
金
制
度
の
導
入
と

一
括
和
解
問
題
も
進
ん
で
い
る
よ
う
だ
が
、
遠
距
離
配
転
の

問
題
も
抱
え
て
い
る
。 

【
盛
岡
】
設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
出
向
連
を
つ
く
っ
た
が
、

地
方
で
は
テ
レ
ホ
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
も
多
く
い
る
。
第
三

セ
ク
タ
ー
の
出
向
者
は
ど
こ
で
交
渉
す
れ
ば
い
い
の
か
。
出

向
連
に
加
入
し
て
い
な
い
人
た
ち
の
労
働
条
件
を
改
善
し

て
い
く
の
か
、
国
労
と
し
て
大
き
く
捉
え
て
全
体
的
に
扱
っ

て
も
ら
い
た
い
。 

【
電
車
線
】
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
合
理
化
な
ど
の
交
渉
の
内

容
が
多
く
の
職
場
で
曖
昧
に
さ
れ
て
い
る
。
ル
ー
ル
が
守
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
と
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
検
査
で

も
数
値
管
理
も
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
要
員
を
ど
う

確
認
し
て
い
く
の
か
、
交
流
会
の
前
に
各
系
統
の
討
議
も
、

準
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

 

＊
出
向
連
に
つ
い
て
は
、
昨
年
四
月
の
駅
の
あ
り
方
で
も

出
向
者
が
で
て
い
て
、
昨
年
の
総
会
で
も
話
は
出
さ
れ
た
、

今
後
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
問
題
も
あ
り
、
検
討
し
て
い
こ
う
と

は
な
っ
て
い
る
。
す
で
に
地
方
で
は
営
業
関
係
を
含
め
た
と

こ
ろ
も
あ
る
、
労
働
条
件
の
改
善
に
つ
い
て
は
一
度
要
求
を

集
約
し
て
本
社
に
出
し
て
き
た
が
、
一
部
改
善
さ
れ
た
部
分

も
あ
る
が
、
連
夜
作
業
な
ど
に
つ
い
て
は
改
善
さ
れ
て
い
な

い
。
各
支
社
、
各
会
社
ご
と
に
改
善
さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ

り
、
東
日
本
本
部
と
し
て
一
律
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に

は
慎
重
に
扱
っ
て
い
き
た
い
。
昇
進
試
験
問
題
で
は
、
十
数

回
受
験
し
て
も
合
格
し
な
い
と
い
う
の
を
聞
い
て
い
る
。
会

社
が
恣
意
的
に
合
格
さ
せ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ど
う

改
善
さ
せ
て
い
く
の
か
、
運
動
と
し
て
和
解
の
趣
旨
を
検
証

し
て
い
く
の
か
、
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 

＊
境
界
作
業
の
見
直
し
や
切
換
時
の
勤
務
体
型
の
見
直

し
な
ど
、
検
証
委
員
会
も
開
催
さ
れ
て
い
く
中
で
長
時
間
拘

束
の
問
題
も
あ
わ
せ
て
、
検
討
し
て
い
く
課
題
と
考
え
て
い

る
。
使
用
開
始
判
定
に
つ
い
て
も
整
理
さ
れ
た
文
書
が
あ
る

は
ず
な
の
で
、
再
度
確
認
し
て
ほ
し
い
。 

こ
の
よ
う
な
意
見
を
受
け
て
、
中
澤
議
長
は
、
①
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
合
理
化
の
見
直
し
②
安
全
安
定
輸
送
問
題
③
昇
進

試
験
問
題
④
労
安
法
、
労
基
法
の
点
検
⑤
組
織
強
化
拡
大
の

五
点
に
つ
い
て
集
約
を
行
い
、
今
年
度
の
方
針
、
予
算
案
を

全
体
の
拍
手
で
確
認
し
ま
し
た
。 

役
員
の
改
選
に
お
い
て
は
、
長
年
電
気
協
議
会
の
役
員
を

担
っ
て
き
た
、
伊
藤
副
議
長
（
秋
田
地
電
協
）
が
、
今
年
定

年
退
職
を
迎
え
、
エ
ル
ダ
ー
雇
用
で
日
本
電
設
に
行
く
こ
と

に
な
り
、
今
委
員
会
で
勇
退
と
い
う
こ
と
で
、
退
任
と
な
り

ま
し
た
。
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。
新
副
議
長
に
は
、
同
じ

秋
田
地
電
協
の
高
橋
英
樹
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
他
の

役
員
に
つ
い
て
は
、
再
任
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に

会
計
監
査
と

し
て
、
岡
部

貴
一
（
東
京
）、

梅

沢

達

也

（
八
王
子
）

両
氏
を
選
出

し
、
全
体
で

確
認
さ
れ
ま

し
た
。 

そ
の
後
、

今
年
の
職
場

交
流
会
開
催

受
け
入
れ
準

備
地
電
協
の



東
京
ブ
ロ
ッ
ク
井
上
副
議
長
よ
り
、
開
催
日
程
が
ホ
テ
ル
事

情
に
よ
り
、
７
月
下
旬
か
８
月
に
行
い
た
い
と
の
報
告
が
あ

り
、
議
長
解
任
、
閉
会
挨
拶
を
受
け
、
短
時
間
の
委
員
会
と

な
り
ま
し
た
が
、
最
後
に
中
澤
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

定
期
委
員
会
を
終
え
ま
し
た
。 
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